
　
　
　
第
七
巷
　
　
紹
　
　
介

こ
れ
は
從
來
の
我
が
考
古
學
關
係
の
著
蓮
が
多
く
競
物
遺
跡
の
解

、
説
た
る
に
ミ
“
ま
り
よ
”
り
し
て
、
や
、
も
す
れ
ば
骨
董
醗
さ
れ
初

論
者
を
誤
る
歌
態
あ
る
斯
、
學
の
現
歌
に
謝
し
て
、
こ
れ
が
三
子
的

立
脚
地
を
明
に
し
て
、
ま
さ
に
一
個
の
科
墨
た
る
の
面
目
を
意
識

せ
し
む
る
も
の
、
我
か
考
古
學
が
其
の
惟
蓮
の
途
に
就
き
て
、
こ
れ

を
修
め
ん
噛
こ
す
る
者
多
き
を
加
ふ
る
の
今
日
に
於
い
て
、
本
書
の

嵐
版
は
此
の
鮎
に
て
も
斯
學
の
芝
繋
上
深
き
意
義
を
認
め
ら
る
べ

き
な
り
。
（
大
燈
閣
嚢
質
、
債
三
、
五
〇
）
〔
梅
原
〕

　
　
　
轡
天
　
心
全
　
集
　
　
　
　
日
本
美
術
畦
編

　
美
備
學
校
長
の
、
．
子
を
去
っ
て
自
己
の
理
想
の
實
現
を
期
し
て

日
本
美
術
院
を
創
め
た
岡
倉
壁
三
の
＋
年
祭
に
射
っ
て
同
院
の
入

人
が
敬
慶
な
態
度
で
編
纂
し
た
同
氏
の
全
集
で
あ
る
。
全
篇
三
冊

か
ら
成
り
、
一
は
曾
－
L
雑
誌
等
に
載
せ
ら
れ
た
論
文
及
び
報
告
書

詩
歌
、
書
翰
、
講
演
、
単
記
S
、
明
治
二
十
四
年
に
美
術
墨
校
で

の
講
義
「
購
本
美
術
史
」
を
覚
め
、
巻
頭
に
小
照
、
小
傳
及
び
年
譜

が
添
へ
ら
れ
て
る
る
。
二
は
英
文
に
な
っ
た
著
作
の
苑
集
で
あ
っ

て
、
・
．
月
浮
鵠
Φ
韓
乳
揖
。
箋
。
屯
．
ミ
名
づ
け
ら
れ
て
み
る
。
内
容
は

主
ミ
し
て
英
詩
、
書
翰
、
劇
詩
ε
物
語
、
論
読
、
報
告
の
類
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
二
　
（
六
六
〇
）

る
が
、
醐
氏
の
主
著
ε
し
て
欺
太
に
｛
嘉
名
を
焦
せ
た
S
戸
。
．
．
目
骨
缶
脇

長
円
ぞ
男
競
・
二
・
．
雇
5
＞
・
く
舞
象
凹
薦
亀
遍
9
℃
馨
●
《
及
び
．
．
甥
δ
｝
w
。
。
押
亀

証
F
．
、
の
三
詐
が
牧
め
ら
れ
て
る
な
い
の
は
其
の
理
由
を
解
す
る

に
苦
む
所
で
あ
っ
て
、
甚
だ
癒
憾
に
感
ぜ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。
併

し
此
の
壁
書
の
抄
課
は
共
に
第
三
冊
目
の
「
百
里
著
書
抄
課
」
の
内

に
牧
め
ら
れ
て
居
る
の
で
其
の
大
意
に
通
す
る
事
は
出
來
乃
。
三

冊
目
は
此
の
三
岳
の
下
露
こ
、
外
に
米
國
の
難
誌
、
報
告
書
等
に
載

せ
九
論
説
四
篇
ω
抄
課
を
附
し
、
附
録
－
こ
し
て
東
京
帝
國
大
回
で

の
講
義
泰
東
巧
藝
史
の
梗
概
ミ
。
知
友
三
族
の
追
想
録
ε
が
添
へ

ら
れ
て
る
る
。
本
書
の
内
に
特
に
吾
々
の
注
意
を
惹
く
も
の
は
美

術
史
の
講
義
で
あ
る
。
明
治
二
4
4
四
年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
邦

に
於
け
る
最
初
の
美
術
史
で
あ
る
ミ
曝
せ
ら
れ
て
る
る
が
其
の
透

徹
せ
る
意
見
に
富
ん
で
み
る
こ
ミ
は
感
歎
に
堪
へ
な
い
。
英
文
の

「
東
洋
の
理
想
」
・
こ
「
日
本
の
麗
醒
」
は
共
に
一
種
の
文
化
史
で
あ
っ

て
外
國
文
化
の
輪
入
よ
り
も
其
の
文
化
を
統
旧
し
た
内
部
の
力
を

非
常
に
重
要
観
し
て
み
る
所
に
其
の
書
の
特
徴
が
あ
る
。
岡
倉
氏

は
此
の
書
に
よ
っ
て
賦
米
入
に
偉
し
日
本
の
偉
大
な
る
女
化
の
爲

め
に
頗
る
氣
を
吐
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
爾
書
巻
に
梢
稀
鯛
に

属
し
て
其
の
複
刻
を
見
な
か
っ
た
の
を
甚
だ
残
念
に
思
ふ
が
、
幸



に
其
の
抄
謬
の
出
潤
た
こ
S
は
同
書
の
内
容
を
廣
く
世
間
に
知
ら

せ
る
に
は
却
っ
て
便
利
多
い
ミ
で
あ
砂
　
。
（
日
本
美
備
院
登

行
、
非
費
品
）

　
　
　
爾
南
米
美
術
装
飾
玄
馬
　
　
　
　
島
田
貞
彦
著

　
三
K
舞
岡
集
の
；
」
し
て
影
響
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
二
十
九
葉

六
十
二
圖
の
岡
版
か
ら
成
り
、
周
到
な
解
脱
が
附
せ
ら
れ
て
み
る

團
版
は
コ
ロ
タ
イ
。
フ
版
で
あ
る
が
、
内
撒
葉
は
美
麗
な
原
色
版
の

も
の
も
あ
る
。
材
料
は
圭
・
こ
し
て
ベ
ス
ラ
！
氏
の
「
古
代
ペ
ル
ー

の
美
術
」
に
嚢
表
せ
ら
れ
た
伯
林
博
物
館
の
藏
品
ミ
京
都
帝
國
大

治
所
藏
の
奥
ル
i
土
器
に
探
っ
て
選
集
し
た
も
の
で
、
序
説
こ
し

て
濱
田
耕
作
吉
士
の
筆
に
な
っ
た
ペ
ル
ー
考
古
學
に
就
い
て
の
詳

細
な
叙
詮
が
あ
る
。
本
載
量
は
從
來
我
が
國
入
団
縁
り
多
く
知

ら
れ
な
か
っ
た
亜
米
利
癩
考
古
學
に
愛
す
る
興
味
ぐ
・
知
識
、
こ
を
開

拓
渡
る
好
著
た
る
を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。
（
京
都
寺
町
夷
川
文
華

堂
嚢
行
、
下
馬
三
、
五
〇
）
〔
以
上
岩
橋
〕

第
モ
谷
　
　
漿

報

6

彙

尺註帯

　
　
　
⑭
護
　
　
史
　
　
會

例
會
　
五
月
二
＋
六
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
閉

催
出
席
者
喜
田
教
授
、
中
村
講
師
、
富
森
學
士
、
岩
橋
、
非
川
、

末
岡
、
加
藤
、
佐
吉
、
勝
峰
、
中
原
、
石
川
、
三
浦
、
宮
崎
の
諸

君
に
し
て
勢
頭
幹
事
よ
り
4
1
村
講
師
就
任
祝
賀
新
入
會
者
漱
迎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

挨
拶
あ
り
次
で
左
の
講
演
に
移
り
十
時
散
蒸
せ
り
。

　
一
、
元
緑
頃
の
大
阪
繭
人
氣
質
．
こ
其
生
計
歌
態
に
關
す
る
實
践

　
　
方
法
論
的
考
察
（
第
二
厨
）
　
　
　
　
佐
古
　
慶
三
君

　
生
計
歌
態
の
量
的
測
定
を
試
み
る
所
以
早
藤
方
法
論
第
一
次
的

計
数
材
料
の
鋏
乏
、
第
二
次
的
鞍
懸
材
料
の
活
用
私
見
、
そ
の
爲

め
の
時
代
曲
線
の
画
定
ミ
横
井
博
士
幸
田
墨
士
等
の
方
法
、
人
別

改
に
価
す
る
統
計
畢
的
吟
味
、
幸
田
番
士
の
三
郷
人
口
増
減
に
閥

す
る
読
明
・
こ
私
見
、
三
郷
入
口
曲
線
、
こ
磯
多
入
口
曲
線
、
こ
の
相
異

ミ
其
原
園
等
の
諸
項
に
就
き
、
氏
濁
特
の
詳
細
な
る
説
明
あ
り
き
。

　
一
、
悪
　
　
物
　
　
　
　
　
文
學
薄
士
　
喜
田
　
貞
吉
君

　
憂
態
心
理
精
紳
病
墨
は
物
悪
帥
「
愚
か
れ
た
る
者
」
を
研
究
す
吾

　
　
　
　
　
　
　
第
圃
門
盤
　
　
　
　
一
撃
一
二
　
（
山
ハ
山
ハ
』
）


